
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

地域女性活躍推進交付金事業【長崎県長与町】

・長与町生活研究グループ連絡協議会
・オリーブ振興協議会
・長崎県６次産業化サポートセンター
・十八銀行
・長崎県県央振興局農業企画課

経営コンサルティング
ブランディング支援

目的・目標

・持続可能な加工所の経営体制の確立、
販路及び雇用の拡大

・既存特産品のブラッシュアップ、特産品の
新規開発

・オリーブ製品を長与町の新たな特産品と
して確立し販売

事業の特徴

・農業の担い手不足と高齢化
・みかん農家の経営悪化
・長与の特産品の衰退
・組織の高齢化、担い手不足に
よる女性の活躍機会の喪失

・若い世代を中心とした
農業への参加

・地域ブランドの創出
・高付加価値商品の開発
・女性の積極的な参画

長与町生活研究グループ ＋ オリーブ振興協議会

長与町生活研究グループ 加工部・オリーブ出荷部

・組織の確立、雇用者数の増加
（加工部で１人、
オリーブ出荷部で６人増）

・経営状態の改善と黒字化
・既存加工品のブラッシュアップ
及び競合商品との差別化

・オリーブ及び他の農作物の既存農業者・新規担い
手の育成による生産量の増加

・販路拡大と安定した経営（ビジネスモデルの提示）
・特産品として認知向上及びブランド化
・商品競争力のある新加工品の開発
・マンパワーの確保と地域社会の発展

※加工グループとオリーブ生産者の連携により
オリーブの６次産業化の推進

組織の一体化

（女性のみの食品加工グループ） （オリーブ生産者）



事業の概要

みかんで栄えた町 長与町

農林業センサスより
みかん消費量の減少、輸入農産物の増加による
みかん農家の経営悪化、高齢化、後継者不足。
→このままでは長与町の農業があぶない。
地元の農産物を加工した特産品もなくなってしまう。

耕作放棄地
の増加

農業従事者
の高齢化

加工所の閉鎖
みかんに代わる農産物

×
加工技術

＝新しい特産品の開発 課 題

（人）



新しい特産品：オリーブ

健康意識の高まりにより日本人の食文化にも浸透してきた「オリーブ」。
しかしながらそのほとんどが外国産であることから国産オリーブは注目されている。

長与町内では約１０年前からみかんに代わる農産物として栽培が開始された。現在では収穫量も順調に増
加し、九州でもトップクラスの生産量となっている。温暖で水はけのよい生育環境がオリーブの生産に適して
おり、オリーブの質が高いうえ、平成２７年度には搾油機も導入されたことから、収穫後すぐに搾油すること
ができ、酸化していないフレッシュなオリーブオイルが提供できるようになった。また、オリーブ関連商品の
開発も進んでいる。

オリーブ関連商品：オイル、オリーブの実の漬物、食べるオリーブオイル（加工品）、化粧品、石鹸等





今後の取組

材料・原料の確保（生産者の育成）

販路拡大・ネットワークづくり

従事者のスキルアップ・人材確保

競争力のある特産品の開発

持続可能な経営

商工会関連
ネットワーク

長与町
産業振興課

長与町生活研究グループ

町内農家・
直売所

銀行

長与町オリーブ
振興協議会

国内オリーブ
生産者・販売者



女性（力）の加工技術×生産者の力（地域力）＝無限大！になることをめざして
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